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支えてくれた 皆さんのおかげです。 
茗 

海がめもかえる 睡 広報『あ かガき 』 500 号をあ 届けします。 昭和 37 年 10 月 15 日 

おかが き 創刊号を発行し、 以来約 35 年間、 皆さんにあ 届けしたニュースは 、 

福岡県   そのまま 両 垣の歴史となって 今日へと続いてきました。 これ； 

らも、 まちづくりの 一 コマーコマをより 分かりやすく、 皆さん 

のご家庭にあ 届けします。 広報『 あ ガガき 』にご期待ください。 



調査方法 
Q 。 対象Ⅱ 歳 代から 90 歳代までの 人         ⑨方 法 町政モニター ( 四人 ) ほか 一一 

による調査 
  ⑥と き 三月知日から「 か 月間 

⑨回 答 「 7 日 大 ( 回収率 騰髪 )   
③回答 き 男女別   

  
ぬ黎わ 

をた 号セ読ハ 

約ダ 
含ち " パま l 毎 

ん の " l な セ 号 

と ゼ 

3 人Ⅰ． 7%) だ 中時 セぃン読 
ち ぼ タ ン と ト む 
のは " ト 答のと 

(23.6%)   考 日をと せ一 ウ " ニ・ 人人十 だ "  三 一 た % " 
え 通読では三人 

ケ   I@ 174.7%)   
    

  
す 』     すま 。 で人毎・。 ぅ " 一た ・ セガを   

 
 

屋
 

  

問 2  関心のあ る記事はあ ります ガ 。 ( 複数回答 ) 
特に関心のあ る記事では、 " まちかどズームアップ ( 町の話題 ) " が最 

も多く 、 続いて " 行事予定表 "  同数で " 特集記事 "  " 行政情報 " となっ 

ています。 具体的意見としては、 「アレックスさんに 続き、 キヤサリンさ 

んの記事も楽しみにしています」 (40 歳代・女性 ) や「 ( 新 岡垣 風土記につ 

いて ) 岡 垣の住人になって 2(@ 年 、 郷土としての 岡 垣を知る上で 大変役立っ 

ています」 (60 歳代・ 女 ， 性 ) などがあ りました。 

表 && 一   62 人㏄ 4.8%) 

l04 人 (58.4%) 

@@104A(58.4%) 

Ⅰ仁田 l に 人 (62.9%)   

セ 946 人㏄ 5.8%) 

生涯学習の ススメ 

荷車予定表 
ワ lDg 人 (6l2%) 

新同恒風土記、     出立後記Ⅰ一           灯 E7 人 (37.6%0) 

無 回答 l 人 (5.6%) 

  
 
 
 
 
      

本 
岩 ア 
に ン 
あ ケ 
り l 
ガ ト 
と に 
う 協 

づ 

  
さ   

O
 



免グ号 記念企画           

問 4  広報『 あ ガガきコ を保存しています ガ 。 問 3  記事 ( 写真 ) について、 どう思います か 。 

無 回答 内容については、 " わかりやすい " が約 87 パーセントでした 

2 人ロ． l%) 
が、 「少しセンス 的に考えるところがあ る」 (20 歳代・男性 ) 

保 存していない 毎号 俘 与している 「写真の点がっぶれかけているものがあ り、 きたないことがあ 
44 人 (24.7%) 57A@132.0%) 

る」 (30 歳代， 女 ， 性 ) という意見もあ りました。 また、 「 " わか 

りやすい " に九郎 を ．入れたが、 欲を言えば字をもう 少し大きく、 

せめて新聞ぐらいにして 欲しい ( 高齢化が進んで い ることを念 

頭に入れで か ただきた い ) 」 (70 歳代・男性 ) という意見もあ り 

ました。 今後、 検討して い きたりと居、 います。 

                                                      " 毎号している " と " 姥 、 要な 号   
l55 人 人 ノ 「 」 l ヵ せ る と l 円 2 と、 全体の約 律 パーセン こテ   (87.l%)   ゴ田 

    
1 1 Ⅰ・間だけ保行Ⅱ 4() 歳代 ・女性ほか 1 名 ) とい   

      
                                                            した。 今後、 広報を綴るバインダ 一作 

  
成㈲参考にさせていただきます。   

    
    

問 6  町の動きほ何で 知ります か 。 ( 複数回答 )  し         
      

  l0 人 (5.6%) 6、・   7 人 (3.9%) 
最も多かったのが、 " 広報 " で 1 6 3 人で全体の約     

94 パーセント。 続いて " 議会だより " 、 " 友人・知人 "       
分かりやすい わかりにくい 読んでいない 共同 答 

                                        " その他 " 0) 中には「議員・ ぱ長 」 や 

                                                                                                    などがあ りました。   

                                                      。 友人・知人 " と " 人の うわ ㌣を合わ 
                  ら l り H 氏 、 約 ㎝パーセントにもおよび、 情報が 

; 問 5  広報Ⅰ あ ガガき刀は 暮らしに役立っています ガ 。 

                      で 伝わⅠていくのがよくわかります。 
@  広報と皆さんの 暮らしとの関係に 関しては、 " 役立っている " 

  が 1% 大 で全体の約 72 パーセン卜でした。 年代別に見てみると㎝ 

歳以ヒの世 ㎡弍は 80 パーセントを 越える人が " 役立っている " と 

    答えています。 反面、 10. 歳代 ・ 却歳 代では、 約 30 パーセント と 

い う 結果でした。 
  
  

  
  

63 人 

    
役立って i..-. 2 人ロ・ l%) 

  
し、 ヰズ、   

いえな し                                                   支 土ニって 

伝持 血音 新功 b.KV 人人 人の その他 
  

し @ る P""@28 人 (7l.9%) 
だ よ り テレビ同項ロ チロソト うわさ       

ラジオ 一 カル 
      

放送局     

  

 
 

購
で
 
振
り
返
る
の
変
遷
 

ヮ
第
 Ⅰ
 号
 
（
昭
和
目
 
年
 ・
Ⅱ
 月
 ト
目
）
 

零
 Ⅱ
 時
 

 
  
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

昭
和
田
 年
 卯
月
 1
 日
、
岡
 垣
 付
か
ら
 

岡
垣
町
へ
と
町
制
が
施
行
さ
れ
、
第
 1
 

号
 が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
 
町
報
 "
 岡
垣
 "
 

と
 名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
記
事
に
は
、
 

当
時
の
俵
 口
 静
江
町
長
の
町
制
施
行
に
 

あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、
 岡
垣
 

中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
た
町
制
施
行
 

記
念
式
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
 

Ⅴ
第
 2
8
 

号
（
昭
和
 穏
 年
 B
 月
Ⅱ
 日
 ）
 

第
 1
 号
の
み
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
そ
 

の
 ・
後
、
 

H
H
H
L
J
 

版
の
横
置
き
と
な
っ
て
 い
 

ま
す
。
 
為
号
 で
は
、
 
俵
 Ⅱ
町
長
に
代
わ
 

り
 、
就
任
し
た
江
守
 荘
 町
長
の
就
任
の
 

 
 

時
，
は
 

広
報
一
町
 

邱
月
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
 H
 

な
ど
Ⅰ
規
則
 

だ
 
「
た
よ
う
 

で
す
。
 

O 



  

）
 

 
 

い
で
水
が
お
い
し
い
。
 

（
 
托
歳
代
 ・
男
性
）
 

・
 海
 あ
り
 山
 あ
り
自
然
環
境
に
恵
ま
 

れ
て
い
る
ご
と
。
い
つ
ま
で
も
 

美
 

 
 

蕊
歳
代
 ・
 な
性
 ）
 

・
豊
か
な
自
然
。
お
い
し
い
 

水
 。
 

万
歳
 代
 ・
男
性
）
 

・
町
が
次
第
に
発
展
し
て
い
る
の
に
 

 
 

◆
動
植
物
や
農
・
水
産
物
に
関
す
る
 

も
の
 

品
川
 

目
 
Ⅰ
ハ
件
 

・
海
が
め
そ
の
海
が
め
を
見
守
 

る
 人
々
の
温
か
い
心
、
眼
差
し
、
 

行
政
。
 

蕊
歳
代
 ・
男
性
）
 

・
果
物
、
海
の
幸
が
 

豊
窩
 。
新
鮮
な
 

 
 

食
べ
物
が
手
に
入
る
。
 

 
 

・
楽
し
い
こ
と
に
出
会
え
そ
う
な
 

サ
 

ン
リ
ー
ア
イ
。
 
而
歳
代
 ・
男
性
）
 

・
駅
周
辺
が
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
 

｜
 

駅
前
ぎ
や
ら
り
 
日
 
冬
の
木
の
う
 

イ
ト
ア
ッ
プ
、
ロ
ー
ガ
ル
放
送
局
。
 

 
 

女
性
）
 

◆
住
環
境
（
交
通
・
下
水
道
）
な
ど
 

に
関
す
る
も
の
 

二
 O
 件
 

・
探
せ
ば
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
 

発
 

戻
 す
る
 町
 。
ひ
と
り
住
ま
い
で
も
 

さ
み
し
く
な
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
 

行
蔵
 代
 
・
男
性
）
 

・
環
境
が
よ
い
こ
と
。
大
都
市
へ
の
 

通
勤
に
便
利
。
前
栽
 代
 
・
男
性
）
 

・
下
水
道
工
事
も
進
み
、
清
潔
な
 イ
 

メ
ー
ジ
の
町
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
 

と
 。
 

布
歳
代
 ・
女
性
）
 

◆
行
政
に
関
す
る
も
の
 

・
町
に
誇
り
を
持
つ
取
り
組
み
が
な
 

。
ポ
ル
マ
ー
ク
が
あ
る
。
青
少
年
・
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
町
の
 シ
ン
 

セ
件
 

文
化
施
設
の
広
が
り
。
 

而
歳
代
 ，
女
性
）
 

・
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
 対
 

し
て
行
政
が
誠
実
に
行
わ
れ
て
 
ぃ
 

る
こ
と
。
 

五
歳
代
・
女
性
）
 

◆
人
情
に
関
す
る
も
の
 

Ⅰ
ハ
件
 

・
人
情
が
厚
い
こ
と
。
 

（
㈹
 歳
代
 ・
女
性
）
 

・
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
で
活
動
ず
る
グ
ル
ー
 

プ
が
 多
い
ご
と
も
自
慢
し
た
 い
 。
 

人
 に
緩
し
い
 町
 。
 而
歳
代
 ・
 女
竺
 

ト   
◆
自
然
 
父
エ
気
 、
水
、
風
 旦
己
 に
関
 

す
る
も
の
 

一
一
五
件
 

・
田
園
都
市
と
し
て
、
空
気
が
き
れ
 

"  一 。 " 。 Ⅰ " -  Ⅰ ヰ   

  
  
で 
し 
よ 

ラガ 

  

( 自由記述 ) 

 
 

尭
成
仏
・
 
女
 

性
 -
 

・
由
緒
あ
る
神
社
、
お
寺
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

一
 
川
 成
代
 ・
男
性
）
 

・
都
市
化
が
進
む
に
 

つ
 れ
、
自
然
 
破
 

壊
 が
予
想
以
上
に
進
行
し
て
い
る
。
 

ゴ
こ
 の
違
法
投
棄
が
目
立
つ
。
 

犬
 

に
関
す
る
も
の
 

二
セ
件
 

の
 散
歩
時
の
 フ
 ン
の
後
始
末
が
で
 

き
な
い
ぺ
ッ
ト
愛
好
家
が
日
立
つ
。
 

-
 
㎝
 歳
代
 ・
男
性
）
 

・
車
の
暴
走
行
為
（
休
日
前
夜
）
。
 

訪
歳
代
 ・
男
性
）
 

◆
道
路
・
交
通
安
全
に
関
す
る
も
の
 

一
二
八
件
 

・
街
灯
が
少
な
い
。
歩
道
が
狭
い
。
 

カ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
が
少
な
い
。
 

繍
歳
代
 ・
男
性
 
-
 

◆
住
環
境
に
関
す
る
も
の
二
六
件
 

・
み
な
知
り
合
い
な
の
で
、
す
ぐ
に
 

ぅ
 わ
さ
が
広
ま
る
。
 

万
歳
 代
 ・
女
性
）
 

・
 岡
垣
 の
一
部
だ
け
で
な
く
全
域
の
 

下
水
道
・
上
水
道
の
整
備
。
な
る
 

べ
く
個
人
負
担
を
少
な
く
。
 

五
歳
 代
 ・
女
性
）
 

・
区
や
組
の
・
行
事
 

レ
 
三
丁
執
行
事
が
あ
 

る
の
は
、
や
め
て
欲
し
い
。
 

而
歳
代
 ・
女
性
）
 

） 

◆
 し
 R
 快
速
電
車
の
停
車
に
関
す
る
 

も
の
 

二
四
件
 

・
海
老
津
駅
に
快
速
出
軍
が
停
ま
ら
 

 
 

（
四
歳
代
・
女
性
）
 

◆
施
設
に
関
す
る
も
の
一
五
件
 

・
希
望
と
し
て
、
家
族
な
ど
で
 l
H
 

ぬ
 っ
く
り
で
き
る
自
然
を
生
か
し
 

た
 レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
で
き
た
ら
い
 

め
う
 。
（
 冊
歳
代
 ・
男
性
）
 

い
と
 戸
 

◆
職
員
・
行
政
に
関
す
る
も
の
 一

セ
件
 

・
 町
 職
口
早
の
意
識
過
重
に
は
困
っ
た
 

も
の
だ
。
特
に
役
場
以
外
の
場
に
 

お
け
る
行
動
は
一
般
町
民
の
眼
が
 

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。
 

函
歳
代
 ・
男
性
）
 

・
税
金
が
高
い
（
他
の
市
町
村
の
こ
 

と
は
知
り
ま
せ
ん
が
㍉
 

訪
 放
伐
・
女
性
）
 

・
ア
パ
ー
ト
の
方
に
は
広
報
が
入
ら
 

な
 い
 。
 

@
 
歳
 代
 ・
女
性
）
 

，
便
所
の
く
み
取
り
代
が
現
金
払
い
 

の
た
め
、
銀
行
落
と
し
に
な
ら
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 

冗
歳
代
 ・
男
性
）
 

◆
住
居
表
示
に
関
す
る
も
の
九
件
 

・
行
政
上
の
地
番
表
示
が
遅
れ
て
 

る
 。
計
画
は
聞
い
で
い
る
が
、
 早
 

急
 に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

行
蔵
 代
 ・
男
性
）
 

岡
垣
町
で
自
慢
で
き
る
の
 ほ
、
 

ど
こ
で
し
ょ
う
 ガ
 。
 

 
 

述
 
)
 

コ
し
 

 
 

(
 
自
 

4%@ 

  ""    " 。 Ⅰ 
    @ Ⅰ @ 

帝撰剛 ぜま         
    
瀋臆蛭         ;, 

      

こ
の
号
か
ら
 B
5
 版
 縦
 置
き
に
。
 -
 
記
 

事
で
は
当
時
の
深
田
順
一
町
長
の
年
頭
 

の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
当
時
の
町
は
福
岡
県
で
も
十
 

指
に
入
る
人
ロ
伸
長
率
で
、
そ
れ
に
伴
 

う
 道
路
・
上
下
水
道
の
整
備
、
教
育
施
 

設
の
整
備
が
緊
急
の
課
題
と
あ
り
ま
す
。
 

当
時
の
人
口
は
一
万
六
、
七
六
 れ
人
 と
 

あ
り
ま
す
。
 

ワ
第
 l
7
5
 号
（
昭
和
 酷
 年
 4
 月
 l
 日
 ）
 

器
用
   垣     

    Q       

，
 
」
の
号
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
 版
 。
記
事
 

に
は
昭
和
昭
年
度
の
決
 簾
 に
つ
い
て
が
 

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
 
"
 ひ
っ
ぱ
く
す
る
 

国
保
財
政
 "
 と
あ
り
、
当
時
す
で
に
，
医
 

療
 辞
 ・
の
高
腕
 
が
 叫
ば
れ
て
い
た
よ
 う
 で
 

す
。
ま
た
、
一
般
会
計
支
出
総
額
は
約
 

二
億
円
で
、
平
成
 7
 年
度
約
八
二
億
円
 

で
す
か
ら
約
三
十
年
で
お
 ょ
 そ
二
十
七
 

倍
 と
な
っ
で
い
ま
す
。
 

Ⅴ
第
 7
4
 号
（
昭
和
相
年
一
月
一
日
）
 

          
  

    
          

- ヤ 
,r@ 

  

O
 

Ⅴ
第
 

6
0
 

号
（
昭
和
 

叫
年
 0
0
 

片
袖
口
）
 



◆
広
報
に
関
す
る
こ
と
 

一
九
件
卑
近
な
内
容
を
載
せ
る
。
 
各
 区
ご
 

と
に
で
も
、
 豆
 記
者
を
募
集
ず
れ
 

*
 文
面
や
記
事
に
つ
い
て
Ⅱ
什
一
 

「
 豆
 記
者
コ
ー
ナ
ー
 ネ
 の
よ
う
な
 

 
 

自
由
に
害
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
意
見
ガ
ご
さ
い
ま
し
た
 

 
 

◆
町
民
参
加
の
コ
ー
ナ
ー
 

九
件
 

・
町
民
の
声
を
書
い
 

（
投
稿
 
一
 
。
 
而
歳
代
 ・
男
性
 -
 

・
住
民
か
ら
の
苦
情
や
、
要
望
を
取
 

り
上
げ
た
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
 
い
 

た
だ
き
た
 い
と
 思
い
ま
す
。
 

男
性
一
 

◆
各
行
政
区
に
関
す
る
も
の
六
件
 

・
町
内
各
行
政
区
の
活
動
、
行
事
な
 

 
 

 
 

 
 

而
歳
代
 ・
男
性
一
 

◆
郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
も
の
 

四
件
 

 
 

・
岡
垣
町
の
今
ま
で
の
歩
み
を
や
さ
 

 
 

 
 

 
 

・
町
議
会
が
傍
聴
で
き
る
こ
と
や
、
 

議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
 

決
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
ワ
ン
ボ
イ
 

ン
ト
 で
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
 

 
 

単
に
と
い
う
の
も
難
し
い
と
思
い
 

ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
は
少
し
 吐
 
-
m
 

み
 づ
ら
い
、
 
ヒ
 言
う
よ
り
も
う
 少
 

 
 

一
印
 歳
代
 ・
女
性
一
 

◆
そ
の
他
、
文
化
・
福
祉
な
ど
 三

一
件
 

・
ま
ち
 

万
歳
代
・
男
性
一
 

◆
広
報
編
集
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感
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                                                  500 号を一二 リの   

対して皆さんがど㈹ような 考えを     
・ な 調査とはいえませんが、 寄せら     
合同紙面で紹介できなかった 部分 

ほ ついても結果を 集約し、 役場内 
全課に配り、                                                                             
立てて れメ考 ・ え ・です。   
なる歴史・を 刻んで い き．たいど・ ぢ ・ え 

ています。 どうぞⅠこれからも 広 
報 ド おかが き J, を よちしくお願い 
申し上げまず。 
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4 月 1 日告示され だ 岡垣町長選挙は 立候補者 1 名のため 無 ・没 

よ りフ 'J 根功氏の 3 、 選が決定しました。 

3 選を果たした 打根町長の初登庁式が 町職員の出迎える 中、 

8 日行われました。 
職員の代表として 早川連坐助役から @ 3 期目当選おめでとう 

います。 町長の過去 8 年間の数心の 実績は、 元気があ る町とし 
間 社からも評価されています。 遠賀郡では唯一両 垣 だけでした 

れからも職員一同、 町長の念願であ るひとづくり、 まちづくり 

力 していきます。 ・と激励の言葉が 送られると、 町長は就任の 
さつを :.m.   Ⅰ民の皆さんの 付託を受け、 3 期目を迎えることにな 

した。 初心に戻り、 おごることなく 公平で民主的な 町政をめざ 
第三次総合計画の 達成を進めて い きた い 。 」という言葉で 3 期 

決意を示しました。 
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/ 一クーバ は ・ 

親切丁寧， 

正確迅速に。 

一役場庁舎 1 階に 

総合案内窓口を 設置一 

町民の皆さんから ，役場に来てもどこに 何の課が         

あ るか、 わかり @ こく れ ．という指摘の 多かった役場         

庁舎 @ こ 4 月 8 日 か 。 総合案内窓口が 開設されました。         

これは平成 7 年度から行われている 職員アイデア         
  

提案制度に応募された 案が採用されてのものです。 : 

設置場所は役場本館 1 階の玄関から 入ってすぐのロ         
ビ一で、 今後はそこで 来庁 者への各課の 業務案内や         

会議な ビ の案内などを 行っていきます。 なお、 窓口       

の応対は臨時職員、     ，人が交代でわい、 当分の間、 元         

役場職員が教育係としで 指狩にあ たりまず。   
町は、 この総合案内での 親切・正確で 迅速な対応 i 

を通じて、 役場のイメージアップを 図っていく考え ;   
です。 

  
                                                                                                                                                      @@ 

竹垣 W は - ひ とづくり、 まちづくり， 

を 進める   ピ で、 人権     尊重の立場から ぃ 

ろ いろな基本施策の 取り細みを進めて 

きました 0 

大きな課題であ った同和問題の 解決 
@. こついては、 長年にわたり 町民の皆 さ 

んの協力と理解のもとで 共同作業とし 
て 取り組んだ結果、 岡垣町における 国 
相対策事業の 終結をすることができま 
した。 国の特別措置法であ る地対財特 
法も平成 8 年度末に終了して い まず。 

役場も同和対策専門の 課であ る地域 
改善対策室および 関連する附属機関 
( 地域改善対策推進協調会、 三吉集会 

所運営委員会、 住宅新築資金等審査委 

員会 ) などを廃止しました。 
Y 成 g 年度からは町民 課 に人権 擁護 

係を新設し、 すべての BIT 民の皆さんに 

対する身近な 人権 問題の相談 や、 親し 

みやすい講演会の 開催、 冊子の配付な 
どを行っていきます。 皆さんの参加を 

お願いします。   
            ソ Ⅰ       曲旺 せ 吐血 重豊鰯吉 完了 託                         
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場
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革
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大 : 
十寸 目 

裕 : 

(23 歳， 戸切 ) 子， 
学校教育課 
山田小学校   

楽しく、 自分らしく、 が 

んばって い きたいと は、 い 

ます。 

十寸 ; 

岡 ;   

文 
古， 

(23 歳・鞍手町 )  ' ロ " 

学校教育課 
自切小学校 

切 心を忘れずに、                     
とにも一生懸命に 取り組 

いこ うと 居、 います。 
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住民の方 セと のぶ、 れあ 

いを大切にし、 住みよい 
ま ち づくしに立敵したい。 

航
世
 

 
 

 
 

 
 け づこう年はとりてい 

ますが、 気力だけは充実 

しています。 文化財の - ド   

 
 

殿
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子
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」
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1
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建設課 健康対策課 

岡 垣田 丁 。 ご 貢献できる 職 皆様の健康の 保持・増 
員 になれる よう 努力しま 進のためにがんばります 

                                                      の " ひ、 よろしくお願いし 

いしまず。 まず ! 

  

O 



綱匝丙 ・ ，           

呂
 ・
・
 

1
 

 
 

 
 Ⅰ

 
  

    
  --   一 " " 一一     三 ㌔ = ま "E 壬 

ア 
    

    ， Ⅰ 
      
  

落豆 '.""' 
    

  
  

毘 @ 一   

@ f '@ LL ｜   

  

  
一あ ガガき 総合福祉保健センター『いこいの 里コ落成式 一 

おかがき総合福祉保健センター いこいの型                             @@,.@, 小一丁 一 巳 

成し、 3 月 27 日落成式が盛大 @ こ 行われま           

  場所ほここです / 町長らによるデープカットに 続き、 式典には多数の 来賓が 

参加するなか、 建設までの経過説明、 建設にあ たった関係者 
への感謝状贈呈などが 行われました。 

Ⅰ 甘 2% 円宙乞 式典の後、 いこ い の 里 全館の見学会が 行われ、 見学者たち 

はその施設の 充実ぶりにみな 感心している 様子でした。 

なお、 け ごいの里は約 9 か 月間の試運転期間㏄ 後、 6 月 R 

日から一般使用が 開始します。 Ye;"": ごフ 
詳しい施設の 案内は次号 (5 月 25 口号 @ で伺います。 、 軍 ; 井   

  

Ⅱ 且 迅 ・ 

  

  

せ 
一駅双きやらり 一、 ， 96 地方自治大賞受賞 一 

オープンから 1 周年を迎えた 駅双ぎゃらり 一 。 常時町民の芸術作品が 展示され、 町民の文化創作活 

動の発表㈹ 場 として大好評を 得ています。 その駅双ぎゃあ り一が 、 " 短ロ・地方自治大筒 " ( 主催・毎 

日新聞、 後援・自治省 ) の報道部長 雙 を里 穏 しました。 
駅双ぎや。 リ ーは 、 昨年 4 月海老津駅構のよう 壁に設けたもので、 町民の作品を、 l 回 2 週間以内 

で展示し、 運営には 朋民 ボランディアがあ たっていまず。 半年前から中し 込みを受け付 @t ナ ていますが、 

人気を呼び ffl 「文化協会、 仙人、 学校など， チ 約がいっぱいの 状態です。 

今回受刑した 億は、 住民本位の綾れた 行政を進めている 市町村 !. こ 

送られるもので、 駅双ぎゃらり 一とその運営方法が 住民本位の傲れ 
た 事業であ り、 本来の地域づくりにひとつの 指針を与えるものと   

て百 く 評価されてのものです。 
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一 岡垣町消防団、 消防庁長官表彰一 

岡垣町消防団は、 各小学校区毎に 第 1 分団から第 5 分団まで 

と本部分間の 計 6 つの分団があ り、 梶原恒雄団長以下、 1 1 2 

人の団員で構成されてお i) 、 水害・火災の 錬圧や防火思想の 普 

及のため同夜努力しています。 その日ごろの 努力が認められ、 

平成 8 年度消防庁功労者表彰において 表彰旗を受章、 その披露 

式が 3 月・ 23 日中央公民館で 開かれました。 

この表彰は、 消防 @ こ 関して功労のあ った個人・団体に 対して、 

消防庁長官が 表彰 旗 ・徽章・ 表 ．杉状を授与するもので 表彰 旗の 

受章は、 消防団として 堪も栄えあ る表彰です。 岡垣 W 消防団は、 
防火思想の普及 啓康 ・消防施設の 整備・災害防御に 関する対策 

の実施について、 その 成練 が特に優秀で 他の模範となる 消防機 

関として表彰きれました。 

式典での謝辞の 中で梶原団長は、 「この栄えあ る表彰旗の受 
章を契機に新たな 決悲 のもと @ こ 団結を強め、 伝統あ る消防精神 

の高揚に努め、 大規模災害にも 対応できる強力な 消防体制を作 

り、 町民の生命・ 身体・財産を 保護 し 、 住民の福祉の 増進に寄 

与 - する。 」 と 決 慈を表明されました。 

  由 @   
  キ " 一 

  

; イ Ⅰ 

  
田 " 。 

  
表彰旗を受ける．梶原団長 ( 手具左手前 ) と高山剛団長 (   同 ． 卑 ) 

 
 

 
 

H
 

  

  

岡垣 ひとづくり講座の 第二弾として、 3 月 H4 日 岡垣 サンリーア 
イで歌手で多方面に 活躍中のアグネス・チャンさんの 国際交流を 

テーマとした 講演会が開かれました。 香港出身のアバネスさん   
は、 昭和 47 年来日し、 アイドル歌手としてデビュー し 一世を風 擁 

｜ @ 
しました。 その後、 向学心旺 盛な彼女は芸能活動を 一時休止し、 

キ 
カナダやアメリカの 大学に留学しました。 そして昭和 60 年新たな 

決意を持って 芸能活動を再開し、 インドシナ難民救済コンサート 

など世界平和活動な ビ に 横極 的に取り組んで 来られました。 

アグネスさんは「自分の 幸せで他人の 幸せを推しせれません。 

真の国際 ノ Ⅰとは、 ともに生きる 気持ちを持てる ノ くだと思いまずⅡ 
  一 な ビ 自らがこれまで 出会った世界中の 様々な人たちとの り 温まる 
  

エピソードを 通して、 国際化・平和と 人権 な ビ について語りまし 
  

  

た 。 本当の幸せとは 何か、 国際交流とは 何か 、 を 考えるきっかけ 

・ となるずばらしいお 話でした。 

一花咲き商店街組合結成一 
町内外への大型ショピンバセンタ q  ディスカウントストア 

の 進出、 商店王の高齢化などで 海老 津 商店街を取り 巻く状況は 
大変厳しいものがあ ります。 そんな 中 " 岡 垣の玄関口 " として 

の駅双地区商店街を 活性化させようと " 花咲き商店街組合 " が 

結成され、 その創立総会が 3 月 24 日、 岡垣町商工会館で 開かれ 

ました。     
総会には、 商店主たち (47 軒 ) が参加し、 会則などが審議さ 

れ、 会長として松本勝さん ( 新海老漢 ) が選任されました。 
松本会長は「一粒の 種が芽を出し、 やがて花が咲くように、 

ごの組合活動が 商売の繁栄と 地域の発展につながっていけばと 

思います。 今日植えた一粒の 種を会員みんなでしっかり 育てて、 
やがて大きな 花が咲くように 努力したい。 ・ と語ってくれまし 
た。 

花咲き商店街組合は、 今後、 町や商工会が 行うイベントなど 

のほか、 組合独自のイベントを 企画するなどして 駅周辺を中心 
とする商店街の 活性化に努めていくそうです。 その第一弾とし 
て 5 月 10 口 ( 士力午双 10 時から 4" 後 ,3 時まで諸屋周辺の 海老 澤 
商店街 @ でもちつき大会や 大声大会などのイベントを 計画してい 

るそうです。 
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祐わ 甘で力を 台ねせ 力作完成Ⅰ 
吉木の中央公民館 横 にあ る消防団第一分 

団 消防車庫の壁に 岡 垣 中学校の美術部員た 一 

らによる大きな 壁画が完成しました。 ，下 ":-" --  。 ---, 「Ⅰ。 ニ " 一 " 十一   

    ヨ 

  一 一 " """ 一 " 一   
越える応募があ り、 その中から白木舞美さ 

1    一ド ハ -@ " 一 ' 一一「 一一   
ん ( 当時 3 年・手押 ) と 三院千恵子さん       
( 現 2 年・野間四 ) の作品が採用 ;   ぼ， 。 -- -     

されました。 
        

壁画は美術部員 7 人が美術科の 
先生たちの指導のもと、 春休みを 
利用して書き 上げました。 美術部   

員の鈴木敬子さん ( 現 3 年・吉木 ) 
は 「朝衣から美術部 て 何か大きな 

ことをや っ てみたいと 居 、 っていま 

した。 かんな て 力を合わせて 最後     
まで仕上げた 時は、 すこくうれし 
かったです。 また何かやりたいで 
す 。 」と @ 想を寄せてくれました。 

ヨウココ [ へ 届け、 僕ヨの 真心 穏
鹿
 

  

 
 

  
  

  

哀
持
憶
 

青
葉
短
歌
会
 

@ ミャンマ一の 恵まれないお 友達のために 役に立ててくたさい。 と内浦小学校 

で 3 月 17 日、 児童たちと PTA が集めた募金とべルマーク 連動によって 得た学用 
品などを、 ミャンマーからの 留学生 ミ セッカ ラヤ さんに手渡しました。 

これは内浦小学校で 例年している 募金活動の一環として 行ったものですが、 同 
校の平野先生が ミ セッカ ラヤ さんからミャンマ 一の貧しい子供たちの 話を聞き、 
少しでもミャンマ 一の子供たちの 役に立てればと、 児童と PTA が一丸となって 
取り組んだものです。 

ミ ャツカラヤ さんは「ミャンマーは、 物価が高く貧富の 差がものすごいです。 
特 @ こ 田舎の方では 電気も水道 
もなく、 生活が貧しくて 学校 

  

  
に 行けず勉強したくてもでき 

  

な い 子供たちが大勢います。 
みなさんの善意は 帰国した 際 

  に、 必ず伝えます。 」と児童 
  たちに話していました。 

    
た i@  ニ     " 紳 。 。   

@-       
  

  

新 
よノと ", - 。 ，， 

) に募金を手渡す、 児童 案の ざ セッカ ラヤ 

          

  0 %  防寒 ナて 貸 出・ t 乙   
モテ 三、 0 ロ 冷砧 く 千 古女 

  
    イ使 ご の むの 手 り 

    ン の と び 号 目 ごて 

グ春 膨 た 等差 たも 

ク者 の し 甘 し 名 
一ス 桜 : 大 牙 春ゃに丈か 。 乎     

  
ミスボ 

、 @  Ⅳ・ 

参加ける人も 読む人もあ んな友だち。 
このコーナ一でひとつになって 楽しも う 。 

「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな 願 い な 
込めた読者のぺ ー ジです。 

楽しガった ごと、 悲し ガっ たこと ガら 
地区の活動まで、 また、 イラスト・ 4 コ 
マ きんガ ・俳句・ Jl@ などの作品もお 待 
ちしています。 
師井冤ツ 岡垣町大字野間 697- 「岡垣町役 
場地域振興課・ 広報「 ど くしゃの私書箱 」 

係 
Ⅹ応募は ガ きには・ -, 「住商・氏名 ( 紙上 
匿名も可 ) . 年齢， 屯 詰番号」を ぁ 忘れ 

なく。 
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づ です あ め し豊あ 

                        い 新一しはえ 
l う く り そ また 人て 、 の二 
のこ りへこすな ひ ま まな」 - 

ど 
Ⅰ ブ             

ざ 、 研高 の り 体 @ こ人と岡 
す次 修め白 がとかが " 垣 
諸伏と る生 心なか 自 と町 

つ Ⅰ 

座 を実 た的 要 っ ね 。 なが 

で担 す ぅ活 践めな " ま とて な進 り " の 問 る たか " 講座 けが 動なり｜ 地域 ちづ って める 町民 題ヒ めに つ   

受は五十 勤も参場 9 帯 か 期研 後主 
講選 十日の づ加 時 3 。                 
料 老人間おく 対 新口木 10 間合 援催 

し 。 をお り 象 

  

7 第 （ づ 

フ， ・ ヘ 。 
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き
博
文
五
郎
は
 
、
 薦
 野
か
ら
 吉
な
 彼
が
近
代
化
の
先
端
だ
っ
た
郵
便
 
局
 

 
 

 
 

な
し
の
こ
の
頃
は
 、
 子
ど
も
と
は
舌
口
 え
 

新
宅
と
の
 縁
 散
関
係
が
、
郵
便
局
長
 
伊
木
 ま
で
、
お
よ
そ
 ゼ
里
 余
の
道
の
り
を
発
展
の
墓
 礎
を
削
 り
得
た
の
は
、
 
や
 
な
 

農
家
に
と
っ
て
は
働
き
手
だ
っ
た
生
徒
 

藤
 倭
文
雄
を
 実
現
さ
せ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
毎
月
、
馬
で
通
っ
て
き
 
た
と
言
わ
れ
て
 
り
 教
育
者
と
し
て
の
信
望
に
よ
る
も
 
 
 

た
ち
を
、
ど
 う
 す
れ
ば
学
校
に
来
れ
る
こ
こ
で
、
 

岡
 垣
 で
の
郵
便
局
の
成
り
 丈
 

い
る
。
 

で
あ
ろ
う
。
倭
文
雄
は
引
退
後
、
局
 業
 

 
 

よ
う
に
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
 

ち
ほ
 
つ
い
て
触
れ
て
 置
，
 」
 ぅ 。
明
治
初
 

」
の
郵
便
取
扱
所
も
、
 
岡
垣
村
 が
発
務
を
子
息
に
譲
 り
 昭
和
二
十
 セ
年
 二
月
、
 

こ
の
た
め
、
学
校
に
子
ど
も
を
出
し
頭
の
文
明
開
花
 
の
 波
は
、
ま
だ
草
深
い
足
し
た
明
治
二
十
二
年
に
廃
 止
さ
れ
た
八
十
六
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
 

し
 ぶ
る
親
た
ち
を
説
き
伏
せ
て
、
幼
い
農
村
だ
っ
た
 

岡
 垣
の
地
に
も
押
し
寄
せ
、
が
、
明
治
二
十
六
年
に
 
士
 口
木
郵
便
局
が
 

石
井
 

邦
一
 

両
校
の
校
長
を
通
算
し
て
十
一
年
間
勤
 

の
 
両
校
間
を
精
勤
し
、
最
後
は
 

、
こ
 

㈹
先
妻
は
、
萬
野
か
ら
 

 
 

ぃ
岡
 垣
 で
の
郵
便
局
し
た
風
格
を
備
え
て
い
た
が
、
 

詠
草
の
 

円
の
始
ま
り
で
あ
・
 
る
 。
分
野
で
も
一
家
を
成
し
て
い
た
 
 
 

田   ， 爪仮仕 E 
 
 

郵
便
局
長
と
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
 

古
 

資
産
家
で
あ
る
。
 薄
 x
 正
雄
の
局
長
時
代
は
 、
ゼ
 十
二
歳
を
迎
え
 

事
情
が
あ
っ
た
。
倭
文
雄
の
父
伊
藤
豊
 

郎
 が
自
ら
の
 

 
 

九
年
間
に
お
よ
 

 
 

雄
先
 新
宅
の
縁
で
本
ん
だ
。
こ
の
間
、
郵
便
局
は
集
 

前
業
務
、
 

  数
家
 稲
荷
屋
の
稲
屋
電
信
電
話
な
ど
の
導
入
で
、
 

急
速
に
拡
 

母
は
、
当
時
吉
木
の
索
 

 
 

村
 家
だ
っ
た
稲
荷
尾
前
 

藤
を
改
築
し
、
建
坪
 
克
 し
、
昭
和
六
年
に
は
現
在
 地
 に
局
 舎
 

鐸
 
六
坪
㈹
郵
便
取
扱
を
新
築
移
転
す
る
ま
で
に
 発
 屈
 し
た
。
 

  

犬
 
所
を
設
け
た
の
が
倭
文
雄
は
、
教
育
者
で
 
古
   

あ
る
。
ま
た
倭
文
雄
の
 

 
 

教
育
者
伊
藤
倭
文
雄
 

 
 垣

で
 

郵
便
局
の
基
礎
を
創
っ
た
吉
木
山
伊
藤
倭
文
雄
は
、
 

岡
 し
オ
 

弟
妹
を
子
守
 

L
 
l
-
 

る
よ
う
千
 

 
 

八
 で
あ
る
。
で
も
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
 

 
 

Ⅰ
 便
 
岡
 
局
長
と
し
て
の
倭
文
雄
よ
り
 
城
山
人
心
に
と
っ
て
は
、
 

郵
 持
っ
た
倭
文
雄
教
育
者
と
し
 

 
 

の
 有
力
者
に
委
託
し
た
郵
便
取
扱
所
が
 

設
け
ら
れ
た
。
 

吉
木
に
郵
便
取
扱
所
「
筑
前
 遠
賀
 吉
 

木
尻
」
が
で
き
た
の
は
、
明
治
十
二
年
 

二
八
八
 0
 一
十
二
月
で
あ
る
。
 

-
 
」
の
 

開
設
者
は
、
吉
木
稲
荷
 屋
 門
司
文
面
ハ
 

 
 

妻
の
実
父
神
 X
 五
郎
で
あ
る
。
 

蒲
家
 は
 、
 粕
 尾
部
古
賀
 町
 茂
野
で
は
 

郵
便
局
は
 、
上
ノ
 
小
路
の
新
宅
敷
地
に
 

建
て
ら
れ
、
 
局
 ・
長
に
は
新
宅
の
門
司
 又
 

：
…
 

郎
 
一
両
県
村
長
を
し
た
開
作
㈹
 

，
 
」
 ト こ
 

が
務
め
た
。
ご
の
後
、
稲
荷
屋
の
門
司
 

文
 三
郎
も
局
長
を
し
て
い
る
。
 

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
伊
藤
 倭
 

 
 

正
 十
一
年
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、
倭
文
 

廿 圭 

便 
局 
近 
Ⅰ 七 
レり Ⅰ 1 

[ 旺 Ⅰ 

  
， 跡 ， 

残 
し 
た 

囲
垣
）
 

そ
の
先
駆
と
な
っ
た
㈹
㎏
郵
便
で
あ
る
。
 
再
殺
 さ
れ
た
 。
こ
れ
は
明
治
三
十
二
年
 

郵
便
規
則
が
明
治
四
年
二
八
七
一
一
に
に
郵
便
法
が
 

  

公
布
さ
れ
、
郵
便
役
所
が
全
国
㈲
大
都
使
事
業
が
本
 
格
 的
に
制
度
化
さ
れ
た
 
-
 
」
 

市
 に
設
置
さ
れ
る
と
、
地
方
に
は
民
間
と
に
よ
る
も
 

  

ⅠⅠこと口軽 河 

三洋双 の 

一日文は呂   
 
 

十
 広
報
に
は
、
 祇
 4
0
 

ド
ラ
マ
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
と
い
っ
 

て
も
、
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
も
の
で
ほ
な
い
 0
 も
っ
と
泥
臭
い
 

生
活
に
 宙
 甘
し
た
 コ
テ
コ
テ
 の
 F
 ラ
マ
で
あ
る
。
あ
る
 

時
は
畑
卍
 
降
り
 ，
 肖
っ
た
 ぽ
 か
丑
の
靴
を
提
だ
ら
け
 

担
ぎ
生
方
技
士
。
に
し
な
が
ら
、
ま
た
あ
 

も
い
い
 肝
ザ
 シ
ョ
ン
で
と
カ
メ
 

串
時
は
、
 

@
 
フ
を
 
先
に
行
っ
て
少
し
で
 

取
材
先
で
の
 
敢
 々
の
出
会
い
Ⅱ
 @
 。
 祇
面
 で
は
 偲
升
 

で
ま
な
か
っ
た
ぜ
 う
 
一
つ
の
ド
ラ
マ
が
、
 
写
 其
の
一
枚
 

一
枚
に
思
い
出
と
と
も
に
つ
 出
 っ
て
い
ま
す
。
 

今
月
の
ま
廿
は
、
 曲
去
 二
年
間
に
な
 
フ
た
圭
 百
枚
 

の
早
 耳
の
中
か
ら
で
す
。
ど
れ
も
紙
面
に
 
呈
甥
 せ
ず
 

に
 
。
 甘
苗
 入
り
。
し
た
も
の
 
ぽ
 か
り
で
す
。
さ
て
 何
 

人
の
人
が
写
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
取
材
に
 窩
力
し
 

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
広
報
を
毎
月
楽
し
み
に
侍
っ
 

て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ
の
ほ
 
塞
町
且
 の
 皆
さ
 

ん
異
王
 ち
れ
て
広
報
「
 描
 か
が
 き
ト
 も
㌃
 

0
0
 

号
を
 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
 届
 げ
し
た
 -
 
百
 1
 ス
 

は
 、
そ
の
ま
ま
町
の
硅
 史
 と
な
っ
て
今
日
ま
で
 杭
 い
て
 

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
、
広
報
の
、
佳
史
 を
到
 

む
べ
く
、
取
材
に
走
る
 

｜
 
新
た
な
出
会
い
を
 
才
め
 

て
 0
 

広
報
「
お
か
が
き
し
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
 軸
届
 

い
し
ま
す
。
 

寺
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
 
甘
 か
げ
で
広
報
ア
ン
 

ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 
ご
拐
力
 い
た
 

だ
い
た
 皆
 さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
短
見
を
 
い
 た
だ
 

き
 卑
し
た
。
町
か
ら
の
一
方
通
行
の
広
報
に
な
ら
な
 

い
よ
う
 忙
 、
 哲
 さ
ん
か
弓
の
ご
Ⅲ
見
に
 
謙
止
 に
耳
を
 

傾
 げ
、
今
後
の
甘
雨
 づ
パ
 由
に
生
か
し
た
 
い
と
 思
い
 

ま
す
。
 

今
月
の
一
句
 

野
山
里
 け
笑
肛
 売
り
込
む
広
報
マ
ン
 

-
 
神
谷
 -
 


